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■お伝えする内容

1. 非資金的支援の成果測定として考えていること

2. 非資金的支援の成果測定の計画でこだわった点、工夫した点

3. 非資金的支援の成果測定の計画で課題、困っている点



１．非資金的支援の成果測定として
考えていること
•組織診断シートの開発・実施

• 非資金的支援をメニュー化

• 事業開始時と完了時の比較

•伴走支援ログ入力フォームの開発・実施
• 非資金的支援をメニュー化

• 担当POが日々の伴走支援を記録



１．非資金的支援の成果測定として
考えていること（当コンソToC）

【短期アウトカム】
資金的支援

【A：組織と事業】
休眠預金の活用によって、実行団体の組織力
や事業力がブラッシュアップされ、直接対象
グループの格差が改善される仕組みが生まれ
ている。

【B：共感と連携】
実行団体の活動を通じて、実行団体への共感
が広がり、ファン（役職員、会員、ボラン
ティア、寄付者、SNS・メルマガ登録者
等）や事業パートナー（行政、企業、NPO、
自治組織、大学、専門家 等）が生まれて
（増加して）いる。

【中長期アウトカム】

中国地方において地域や分野の垣根なく様々な課題を見落とすことなく、課題解決プロジェクト化することが可能になっている。また、そのプロジェクト
を担う地域のNPOの課題解決力や当コンソ構成団体等の支援力も向上し、多様なステークホルダーを巻き込んだ包括的な体制が生まれている。この包括
的な取り組みが積み重なることによって、様々な格差が是正され、住み慣れた地域においてくらし続けることができる中国地方が実現されている。

【指標】
■当コンソ構成団体の支援を受けて、課題解決につながった事例が積み重ねられている状態
■多様なステークホルダーを巻き込んだ包括的な支援体制が構築され、その機能が活用されている状態

【短期アウトカム】
非資金的支援（伴走支援）

【A-a：ガバコン】
実行団体が本事業を通じて、ステークホル
ダーや社会から信頼される組織基盤を整えて
いる。

【A-b：人材】
実行団体が本事業を通じて、組織および事業
の担い手が必要なノウハウを身に着け働いて
いる。

【A-c：広報、連携・協働】
実行団体の活動が社会から共感を得ており、
多様なステークホルダーとの連携・協働の取
り組みが行われている。

【短期アウトカム】
非資金的支援（環境整備）

【B-a：問題発信】中国地方において優先的
に支援すべき課題が実行団体の取り組みを通
じて発信されている。

【B-b：人材育成】NPOの活動を包括的に支
援することができる人材が活躍している。

【B-c：連携・協働】コンソ構成団体間での
人材や情報の共有が日常的な状況になり、協
働して課題解決に取り組んでいる。



１．非資金的支援の成果測定として
考えていること（当コンソToC）

【短期アウトカム】
非資金的支援（伴走支援）

【A-a：ガバコン】
実行団体が本事業を通じて、ステークホルダーや社会から信頼される組織基盤を整えている。
（指標）
①実行団体が規程等を整備し、ガバナンスやコンプライアンスを遵守している（規定類の整備
状況）について、事業終了時期に実行団体へアンケートを行い5段階評価で測る。
②取得を希望する実行団体がJCNEベーシック認証等の第三者評価を受け、取得している状態を
確認する。

【A-b：人材】
実行団体が本事業を通じて、組織および事業の担い手が必要なノウハウを身に着け働いている。
（指標）
①実行団体の事業の担い手が必要なノウハウを身に着けて働けているかどうかについて、事業
終了時期に実行団体へアンケートを行い5段階評価で測る。

【A-c：広報、連携・協働】
実行団体の活動が社会から共感を得ており、多様なステークホルダーとの連携・協働の取り組
みが行われている。
（指標）
①メディア等の第三者によって発信（テレビ、新聞、雑誌、Web、SNS 等）された件数を測
る。
②実行団体が参画した連携・協働の取り組み件数を測る。

【短期アウトカム】
非資金的支援（環境整備）

【B-a：問題発信】中国地方において優先的に支援すべき課題が実
行団体の取り組みを通じて発信されている。
（評価）
①中国5県コンソfacebookページへのいいね数、コメント数 等を
測る。
②実行団体および資金分配団体の取り組みが第三者の目線を入れ
た事業報告書としてまとめられているかを測る。

【B-b：人材育成】NPOの活動を包括的に支援することができる
人材が活躍している。
（評価）
①POとして十分に活動できている人材の人数を運営委員会におい
て測る。

【B-c：連携・協働】コンソ構成団体間での人材や情報の共有が日
常的な状況になり、協働して課題解決に取り組んでいる。
（評価）
①組織の垣根を越えた人材交流（他県POのサポート、POMTG、
評価MTG、運営委員会、合同研修 等）の件数を測る。



２．非資金的支援の成果測定の計画で
こだわった点、工夫した点
• 非資金的支援のメニュー化

• 組織診断、伴走支援、各種報告等において、非資金的支援を自由記述的に扱うことをやめて、
メニュー化

• メニューであって、マニュアルではない。目次をつける程度のイメージ

• アウトプットはこれで測りやすくなる

• アウトカムはもとより何をやったではなく、実行団体が組織力や事業力がブラッシュアップさ
れたかどうか。⇒最後にアンケートやヒアリングで確認することでわかる。

• 余計な仕事を増やさない
• 実行団体にも、担当POにもできる限り負担をかけない方法を模索

• 作文はつらい

• つらいと続かない

• 続かないと蓄積されない

• フォームを使って、携帯からでも1分で入力完了（を目指した）。



２．非資金的支援の成果測定の計画で
こだわった点、工夫した点（組織診断シート）

組　織　診　断　項　目
非常に

当てはまる
当てはまる

どちらとも

言えない

当てはまら

ない

全く当ては

まらない
回答理由を記してください。

■ミッション、ビジョン、中長期的な戦略・計画

組織のミッションは明確に設定されていますか ✓ 三段峡憲章、さんけんミッション・ビジョン　資料添付

ミッションの達成を通じて実現したいビジョンは明確に設定されてい

ますか
✓ 三段峡憲章、さんけんミッション・ビジョン　資料添付

ビジョンの現実化に向けた中長期的な戦略と計画は組織的に策定され

ていますか
✓ さんけんの構造　資料添付

ミッション、ビジョン、中長期的な戦略・計画は組織的に共有されて

いますか
✓

三段峡憲章策定の議論で高密度で話し合いを実施したため、共有レベル

は高い。反面、共有されている感じが強くて改めてバージョンアップな

どの話し合いが行われていない。（6月に実施予定）
ミッション、ビジョン、中長期的な戦略・計画の妥当性を検証するた

めのニーズ把握やアドバイスなどを定期的に実施していますか
✓

日常的なヒアリングをしているか、定期的、公的な場での実施は理事会

のみで、少ない。

■ガバナンス

理事会・評議会は、ミッションやビジョンの達成に向けて適切な意思

決定をしていますか
✓

三段峡という、いわゆる象徴があるために、判断の基準が共有されてい

る。例えば三段峡はどうあるべきか・・・など。

役員・管理職は意志決定やマネジメントにおいてリーダーシップを発

揮していますか
✓ 担当者を明確にして、決定は担当者が行っている

役員・管理職は、スタッフに業務・権限を適切に配分し、良好なチー

ム作りを行っていますか
✓ 担当者を明確にし、決定権限を譲渡している

役員・管理職とスタッフの役割と責任は明確ですか ✓

役員だから、スタッフだからといった区分けを持って事業担当を決めて

いない。（そこまで大きな組織ではない）しかし、担当ごとの決定権限

と役割は明確にしている
役員・管理職とスタッフの間で適切なコミュニケーションがなされて

いますか
✓ なかよしです

■財務・資金調達

組織・事業を持続可能な形で運営するための安定的な財源は確保され

ていますか
✓ 寄付をベースに健全な財務状況

事業収入を安定的に確保し、拡大していくための戦略・計画を策定・

実施していますか
✓

事業収入に重きを置いていないので戦略等はない。今事業により事業収

入増加を目指すために必要になると考えている。

寄付・会費収入を安定的に確保し、拡大していくための戦略・計画を

策定・実施していますか
✓ 会員数の目標と寄付額の目標（広島県里山エコシステム）がある。

資金調達を担当するスタッフはいますか。 ✓ 理事長がメインに担当している。複数欲しいところ

そのスタッフは資金調達を行う上で求められるスキル・専門性を持っ

ていますか
✓

専門性という面では不確か。既存のファンドレイジングの研修や書籍か

ら学んでいる。しかし、自分たちの団体のスタイルにあったものではな

いとも感じている（規模が小さく、地域限定型のNPO向きではないと
■人材

スタッフは業務を行う上で求められるスキル・専門性を持っています

か
✓

自然体験やファシリテーションについては及第点と思っている。調査研

究部門が外部に頼っている。

スタッフは、働く環境に満足し、意欲と自発性を持って業務に取り組

んでいますか
✓

事務局は使命感をつよくもって事業に当っている。ボランテイァスタッ

フも意識が高いと感じている。

スタッフの人材育成のための計画を策定・実施していますか ✓
その時に合う研修へ参加し、その為の予算は計上している。またどのよ

うな研修が必要かも話し合っている。

スタッフの能力や実績を組織的に評価し、この結果をスタッフに

フィードバックしていますか
✓ 組織的な評価の必要性を感じていない

ボランティアやインターンを積極的に受け入れていますか。募集・管

理・活用は適切になされていますか。
✓ 公的な募集はしていない

■事業運営

効果的・効率的な事業運営体制が構築されていますか ✓ 精度の高い事業ができていると感じている。（より高いレベルは目指したい）

事業運営に必要な専門的な知識・スキル・ノウハウ・ネットワークが

組織内で蓄積・共有されていますか
✓

ガイドや環境教育、のスキルや調査結果は共有されている。ネットワー

クは個人による部分が大きい

事業運営に必要な設備は十分に整備されていますか。 ✓ おおきく困っていない

事業運営を担う専門性を持ったスタッフは十分に確保されていますか ✓ 専門性は経験を重ね向上しているが、運営スタッフの数は不足

事業運営に伴うリスクを適切に管理する体制は整備されていますか ✓ 危機管理担当理事がおり、経験も豊富

■連携・協働

行政・公共機関や民間企業、財団などとの連携・協働していますか ✓

地域の行政、DMOとの連携は不足。ただこちらの努力不足とは言い難

い。民間企業やEPOちゅうごく、太田川交流振興会議などとの連携はあ

る
他のソーシャル・セクター団体、中間支援組織等と連携・協働してい

ますか
✓ 近隣のNPO団体との連携はある。

地域コミュニティや市民・住民団体等と連携・協働していますか ✓
地域でやる気のあるグループとは連携はしっかりある。自治会などは高

齢化もあり連携が難しいと感じている

他団体との連携・協働を促進するための計画を策定・実施しています

か
✓ 計画の必要性がわからない

他団体との連携・協働を推進するための体制を整備していますか ✓ 弾力的に対応している

■評価・報告

中長期的な戦略・計画の達成目標は明確に設定されていますか ✓
数値目標にあまり必要性を感じていない。構造図として取り組みの方針

は明確にしている

目標達成に向けた進捗状況を組織的にモニタリングしていますか ✓ 振り返りはしているが、そもそも数値目標がないのでファジーにっている

目標の達成度を定期的に評価していますか ✓ 必要性を感じていない

評価結果を組織内で共有し、事業・組織面での改善に役立てています

か
✓

評価結果を報告書としてまとめ、関係者や一般向けに公開しています

か
✓ アニュアルレポートで公開、しかし詳しいわけではない

■広報・マーケティング、コミュニティ・リレーションズ等

団体のミッション、ビジョン、戦略・計画、活動内容を、適切に社会

や関係者に発信していますか
✓

HPでミッション・ビジョンは公開しているが、戦略などはない。活動内

容は会報などでしっかりできている

会員、寄付者、サービス利用者、地域コミュニティ等と適切にコミュ

ニケーションしていますか
✓ 事務局を中心に密に連携している

広報・マーケティングのための配付資料、HP、SNS、メルマガ等の媒

体やデータベースは整備されていますか
✓

広報・マーケティング、コミュニティ・リレーションズを適切に行う

体制が整備されていますか。
✓ 事務局を中心に密に連携している

担当スタッフは広報・マーケティング、コミュニティ・リレーション

ズに必要なスキル・専門性を持っていますか。
✓ 担当者は経験からスキルを向上させていると感じる

【組織診断項目】

① ミッション、ビジョン、中長期
的な戦略・計画

② ガバナンス

③ 財務・資金調達

④ 人材

⑤ 事業運営

⑥ 連携・協働

⑦ 評価・報告

⑧ 広報・マーケティング、コミュ
ニティ・リレーションズ等

• 項目の下に5つの質問を設けて
いる

• 質問に対して5段階で回答（非
常に当てはまる～全く当てはま
らない）

• 回答理由を自由記述できいてい
る

• 自己分析でSWOT分析や、重要
課題について自由記述で聞いて
いる

この項目が、伴走支援メニューと
リンクしている



２．非資金的支援の成果測定の計画で
こだわった点、工夫した点（伴走支援ログ入力フォーム）

• ツールはFormsを利用（当コン
ソでは情報共有にTeamsを利
用）

• アウトプットとして測定するの
で、伴走支援として取り組んだ
ことをとにかくログに残す

• ログに残すことが重要なので、
入力の手間を減らすことを重視
（1回答に1分以内目標）

• アウトカムは、事業終了時に実
行団体にアンケート（私たちの
伴走支援、役に立ちました
か？）



３．非資金的支援の成果測定の計画で
課題、困っている点
•そもそものところ。この計画でいいのか？指標でいいのか？

• 初めてのころより前に進んだ自信はあるけど

• この先に目指すゴールはあるのかな？はいつでも不安

•その成果は、私たちのおかげ？
• 実行団体さんが独自に頑張ったからでは？

• 休眠預金以外のリソースも活かせたからでは？

• 休眠預金側からは、いかに休眠預金が役立ったかを知りたい

• 現場はそんなことよりも現場だ！


